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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
の
故
酒
井
教
雄
さ
ん
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
２
０
０
６
年
の
第
８
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
大
会
に
合

わ
せ
て
、
私
達
20
名
の
有
志
の
企
業
経
営
者
が
京
都
に
集
ま
り
、

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
日
本
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し

た
。
今
日
ま
で
国
際
委
員
会
の
運
営
の
経
費
を
支
援
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
更
に
最
近
で
は
、
ア
ジ
ア
の
諸
国
へ
の
支
援
と
し
て

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

私
達
は
同
時
に
日
本
委
員
会
の
賛
助
会
員
と
し
て
日
本
委
員
会
の

一
員
に
も
な
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
費
を
負
担
す
る
約
１
３
０
名
の
仲
間
と
、
会
費
は
負

担
し
な
い
が
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
の
資
金
を
集

め
る
フ
ェ
ロ
ー
と
呼
ぶ
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
達
は
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
と
し
て
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
活
動
の
財
的
支
援

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
主
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
３
回

の
学
習
会
を
開
催
し
て
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
創
設
さ
れ
た
先
達
の
心
を
繰

り
返
し
学
ぶ
こ
と
を
独
自
の
活
動
に
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
平
和

を
阻
害
す
る
課
題
に
挑
戦
す
る
会
議
、
学
習
会
な
ど
は
国
際
委
員

会
や
日
本
委
員
会
の
指
導
者
の
先
生
方
の
見
識
を
学
習
す
る
こ
と

を
基
本
的
な
立
場
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、私
は
創
業
73
年
に
な
る
企
業
を
経
営
し
て

い
ま
す
。父
の
跡
を
継
い
で
社
長
に
就
任
し
て
か
ら
40
年
に
な
り
ま

す
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
の
活
動
を
通
し
て

多
く
の
宗
教
者
、
学
者
、
政
治
家
の
方
々
と
の
お
出
会
い
を
頂
き
、

平
和
の
精
神
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。事
業
者
と

し
て
、
信
仰
者
と
し
て
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
」に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
痛
感
し
、
わ
が
社
の
経
営
理
念
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
元
気
で
明
る
く
あ
た
た
か
い
心
を
持
ち
、今
い
の
ち
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
常
に
喜
ば
れ
る
商
品
を
世
の
中
に
送
り
出

す
こ
と
を
目
標
に
事
業
に
は
げ
む
こ
と
」
で
す
。
あ
る
べ
き
人
間

像
と
、
仕
事
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
を
目

指
す
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

会
社
は
、
社
員
、
社
員
の
ご
家
族
、
お
客
様
、
仕
入
先
様
等
、

全
て
の
つ
な
が
る
人
々
の
生
活
を
守
る
為
に
幾
多
の
課
題
を
乗
り

越
え
な
が
ら
も
持
続
・
成
長
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
経
済
の
先

行
き
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
が
、「
屋
久
島
の
杉
の
よ
う
に
毎
年

毎
年
一
つ
ず
つ
着
実
に
年
輪
を
重
ね
て
い
く
よ
う
な
経
営
」（
塚
越

寛
氏
の
言
葉
）
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
で
の
学
び
合
い
を

続
け
な
が
ら
、
世
界
の
平
和
に
向
け
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
支
援
の

た
め
に
献
身
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
仲
間
と
と
も
に
、
一
歩
一

歩
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
合
掌

「WCRPを支えさせていただく誇り」

W C R P 国 際 
ト ラ ス テ ィ ー ズ
日 本 グ ル ー プ 代 表

田中常隆
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第
51
回
理
事
会

　

第
51
回
理
事
会
が
３
月
14
日
、
北
野
天
満
宮
文

道
会
館
（
京
都
府
京
都
市
）
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併

用
し
て
開
催
さ
れ
た
。
理
事
21
人
が
出
席
し
、「
日

本
委
員
会
人
事
」「
第
50
回
理
事
会
・
第
29
回
評

議
員
会
を
受
け
て
の
対
応
」「
ク
ー
リ
ア
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
事
務
総
長
か
ら
の
提
案
事
項
」

「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
枢
機
卿
来
日
報
告
並
び
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
地
雷
被
害
急
増
に
対
す
る

緊
急
声
明
」「
第
３
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
」「『
国

際
女
性
デ
ー
２
０
２
５
声
明
』の
賛
同
に
つ
い
て
」

「
評
議
員
会
開
催
」
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
さ

れ
た
。

　

理
事
会
の
冒
頭
、
受
け
入
れ
教
団
を
代
表
し
て

北
野
天
満
宮
宮
司
の
橘
重
十
九
理
事
が
挨
拶
し
た
。

神
社
神
道
は
実

践
綱
領
の
中
で

「
自
然
や
世
界

と
の
共
存
・
共

栄
」
と
謳
っ
て

お
り
、
日
本
民

族
が
縄
文
の
昔

か
ら
自
然
界
に

霊
性
を
認
め
、

自
然
界
と
共
に

生
き
て
き
た
と

説
明
。
ま
た
、
菅
原
道
真
公
の
「
心
だ
に
誠
の
道

に
か
な
ひ
な
ば
祈
ら
ず
と
て
も
神
や
守
ら
ん
」
と

い
う
御
歌
を
引
用
し
、「
誠
の
心
と
い
う
の
は
自

然
に
鎮
ま
る
神
々
の
心
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
感
謝

の
心
や
思
い
や
り
の
心
、共
に
生
き
る
心
に
な
る
」

と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
戸
松
義
晴
理
事
長
の
進
行
で
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。「
第
50
回
理
事
会
・
第
29
回
評
議

員
会
を
受
け
て
の
対
応
」
で
は
、
基
本
財
産
運
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
今
後
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
の
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
家
か
ら

意
見
を
も
ら

い
、
６
月
の
理

事
会
に
検
討
資

料
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ

た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
支
援
に
関

し
て
は
、
第
３

回
東
京
平
和
円
卓
会
議
の
重
要
な
和
解
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て

た
行
動
計
画
を
策
定
し
、
円
卓
会
議
の
財
源
の
中

か
ら
事
業
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。

　
「
ク
ー
リ
ア
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
国
際
事
務
総

長
か
ら
の
提
案
事
項
」
で
は
、
第
11
回
世
界
大
会

の
候
補
地
や
、開
催
時
期
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
は
、国
連
文
明
の
同
盟（
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｃ
）
と
の
共
催
で
11
月
頃
に
長
崎
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

日
本
委
員
会
へ
の
協
力
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
月
５
日
に
明
治
神
宮
フ
ォ

レ
ス
ト
テ
ラ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

平
和
構
築
に
向
け
た
諸
宗
教
と
国
連
／
諸
団
体
に

よ
る
円
卓
会
議
」
で
の
議
論
を
受
け
て
、「
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
お
け
る
地
雷
被
害
急
増
に
対
す
る
緊
急

声
明
」
を
発
出
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
、
こ
の
問

題
の
緊
急
的
な
解
決
を
国
際
社
会
に
広
く
呼
び
か

け
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
「
第
３
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
」
で
は
、
過
去

２
回
の
平
和
円
卓
会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
７
月

１
日
～
３
日
に
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
た
。
今
回
の
円
卓
会
議
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ロ
シ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
宗
教
者
を
招
聘
し
、
開
催
さ
れ
る
予
定
。

ま
た
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
お
よ
び
国
連
諮
問
関
係
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
（
Ｃ
ｏ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
３
月
８
日
に
発
出
し

た
「
国
際
女
性
デ
ー
２
０
２
５
声
明
」
に
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
員
会
と
し
て
賛
同
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
た
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

●�

日
本
委
員
会
人
事
で
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
理
事
会
で
選
任
）

　

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

　

退
任
：
高
地
敬（
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
主
教
）

　

運
営
委�

員
就
任
：
國
富
敬
二
（
立
正
佼
成
会
徳

島
教
会
）

特
別
会
員
（
理
事
会
で
推
薦
、
評
議
員
会
で
選
任
）

　

退
任
：
高
地
敬（
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
主
教
）

青
年
部
会�

（
任
期
：
２
年
。青
年
幹
事
会
で
推
薦
、

理
事
会
で
選
任
）

　

退
任
：�

舘
野
庸
子
（
解
脱
会
教
務
部
健
康
指
導

係
）

北野天満宮文道会館

理事会の様子
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平
和
大
学
講
座

　
『
食
卓
か
ら
地
球
の
平
和
と
人
類
の
共
存
を
考
え

る
』
を
テ
ー
マ
に
、
平
和
大
学
講
座
が
３
月
14
日
、

北
野
天
満
宮
（
京
都
市
）
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
開
催
さ
れ
、
約
70
人
が
参
加
・
視
聴
し
た
。

　

今
回
は
、
人
間
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り

か
つ
身
近
な
食
事
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
人
間

性
の
回
復
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
者
・
諸

宗
教
者
・
専
門
家
が
意
見
を
述
べ
た
。

　

戸
松
義
晴
理
事
長
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
副
所

長
・
浄
土
宗
心
光
寺
住
職
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
平
和
研
究
所
の
齋
藤
忠
夫
所
員
（
東
北
大

学
名
誉
教
授
）
が
『
世
界
の
食
の
平
和
と
人
類
の

共
存
』
と
題
し
て
基
調
発
題
に
立
っ
た
。

　

齋
藤
氏
は
ま
ず
、
世
界
の
食
事
に
つ
い
て
触
れ
、

世
界
人
口
の
約
８
割
は
五
大
宗
教
の
い
ず
れ
か
を

信
仰
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
戒
律
で
認
め
ら
れ

た
食
事
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
仏
教
で

は
精
進
料
理
、
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
ハ
ラ
ー
ル
料
理
、

ユ
ダ
ヤ
教
で
は
コ
ー
シ
ャ
料
理
だ
と
述
べ
た
。

　

そ
の
中
で
、
人
口
14
億
人
の
イ
ン
ド
国
民
は
、

宗
教
上
の
菜
食
主
義
者
が
多
く
、
現
在
の
世
界
の

食
料
危
機
を
回
避
・
救
済
し
て
い
る
点
は
重
要
で

あ
る
と
指
摘
、
将
来
は
、
先
進
諸
国
で
の
肉
食
増

加
に
よ
る
た
ん
ぱ
く
質
危
機
が
予
想
さ
れ
、
植
物

性
た
ん
ぱ
く
質
や
昆
虫
食
に
代
替
食
と
し
て
の
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
［
Ｆ
Ａ
Ｏ
］
の
資

料
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
食
糧
危
機
に
つ
い
て
言

及
。
世
界
の
飢
餓
人
口
は
７
億
人
に
達
す
る
が
、

そ
の
食
料
危
機
の
原
因
に
は
、
食
料
分
配
の
不
平

等
、
食
品
ロ
ス
、
気
候
変
動
、
肉
食
増
加
、
人
口

増
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
世
界
で
は
、
飢
餓
と
肥

満
が
同
時
に
起
こ
っ
て
い
る
国
も
多
く
、
経
済
的

な
不
均
衡
は
拡
大
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
２
０

５
０
年
に
は
、
地
球
人
口
は
１
０
０
億
に
近
づ
き
、

食
料
生
産
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
食
品
ロ
ス
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
で
１
・
５

憶
人
の
人
を
救
う
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
る
。
将
来

の
小
麦
や
コ
メ
の
消
費
の
主
役
は
、
中
国
か
ら
イ

ン
ド
に
移
る
可
能
性
が
確
実
視
さ
れ
て
お
り
、
未

来
の
飢
餓
を
救
う
可
能
性
は
イ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ

の
改
善
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
食
糧
安
全
保
障
に
つ
い
て
も

言
及
し
、
日
本
の
食
料
の
安
定
確
保
も
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
先
進
諸
国
の
中
で
も
食
料
自
給
率
は

38
％
と
極
め
て
低
く
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
り

何
と
か
食
生
活
を
維
持
し
て
い
る
状
況
。
自
国
で

の
食
料
生
産
と
食
糧
の
安
全
保
障
を
真
剣
に
考
え

る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

　

次
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
平
和
研
究
所
の
松
井
ケ
テ

ィ
所
員
（
清
泉
女
子
大
学
教
授
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
を

平
和
研
究
所
の
竹
村
牧
男
所
長
（
東
洋
大
学
名
誉

教
授
）、
国
連
食
糧
農
業
機
関
〔
Ｆ
Ａ
Ｏ
〕
駐
日
事

務
所
所
長
の
日
比
絵
里
子
氏
、
平
和
研
究
所
の
森

伸
生
所
員
（
拓
殖
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
所
長
）

が
務
め
た
。

　

こ
の
中
で
、
竹
村
所
長
は
、
食
品
ロ
ス
の
問
題

に
真
摯
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
た
上
で
、

宗
教
と
食
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
食
事
の

「
宗
教
的
意
義
」
と
し
て
神
仏
（
い
の
ち
そ
の
も
の
）

の
賜
物
・
恵
み
で
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
あ
げ
、

基調発題に立った齋藤忠夫所員
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食
事
の
目
的
の
第
一
義
は
、
自
己
の
人
生
の
目
的

を
果
た
す
た
め
に
身
心
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を

は
か
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、い
た
ず
ら
に
豪
華
な
美
食
を
求
め
ず
、

味
覚
よ
り
も
心
身
の
向
上
に
つ
な
が
る
食
事
を
心

が
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
仏
教
の
立
場
か

ら
「
少
欲
知
足
」
に
触
れ
、
い
た
ず
ら
な
大
食
は

煩
悩
を
募
ら
せ
る
の
み
で
あ
り
人
生
の
真
の
目
的

へ
の
視
点
を
見
失
う
こ
と
に
さ
え
な
る
。
少
欲
知

足
の
教
え
に
基
づ
く
食
事
の
あ
り
方
へ
の
考
察
の

深
化
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
貪
り
か
ら
離
れ
る

こ
と
が
焦
点
と
な
る
と
述
べ
た
。
宗
教
界
と
し
て
、

宗
教
の
立
場
に
基
づ
く
「
食
の
哲
学
」
を
自
覚
し

直
し
、
普
遍
的
な
も
の
と
し
た
上
で
社
会
に
訴
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

日
比
氏
は
、
飢
餓
の
状
況
に
言
及
、
世
界
の
人

口
の
う
ち
11
人
に
１
人
に
あ
た
る
約
７
億
人
余
り

が
生
存
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
に
届
い
て
い
な
い
、
い

わ
ゆ
る
飢
餓
人
口
だ
と
指
摘
し
た
。
飢
餓
は
①
紛

争
、
②
気
候
変
動
、
③
景
気
・
経
済
の
３
つ
が
最

大
の
原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
飢
餓
の
問
題
は
、
農

林
水
産
や
食
料
分
野
の
問
題
と
し
て
解
決
で
き
る

問
題
で
は
な
く
、
貧
困
や
社
会
的
不
平
等
の
問
題

が
な
く
な
ら
な
い
限
り
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
述
べ
た
。
そ
こ
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
生
産
、

流
通
、
消
費
、
廃
棄
に
加
え
、
そ
の
周
辺
に
位
置

す
る
社
会
的
問
題
と
し
て
の
不
平
等
、
環
境
、
生

物
多
様
性
、
水
資
源
な
ど
を
含
め
た
「
農
業
食
料

シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
と
ら
え
取
り
組
ん
で
い
る
と

説
明
し
た
。

　

森
所
員
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
で
は
、
人
間
が
地
球

上
の
資
源
や
自
然
を
適
切
に
利
用
し
つ
つ
、
こ
れ

を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
（
２

章
30
節
）、
神
の
代
理
人
と
し
て
の
人
間
は
、
食
物

を
含
む
す
べ
て
の
恩
恵
を
、
神
の
意
図
に
従
っ
て

利
用
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
さ
ら

に
こ
の
役
割
は
、
単
な
る
消
費
者
で
は
な
く
、
環

境
と
社
会
に
お
い
て
倫
理
的
で
責
任
あ
る
行
動
を

と
る
管
理
者
と
し
て
の
姿
勢
を
求
め
る
も
の
と
説

明
し
た
。
特
に
、
食
べ
物
は
神
が
与
え
た
恵
み
と

さ
れ
、こ
れ
を
感
謝
を
も
っ
て
摂
取
し
、浪
費
せ
ず
、

大
切
に
扱
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。

食
物
は
、
神
（
ア
ッ
ラ
ー
）
か
ら
人
類
に
与
え
ら

れ
た
恩
恵
で
あ
り
、
そ
の
消
費
を
通
じ
て
神
へ
の

感
謝
と
従
順
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

で
は
、
食
事
は
単
な
る
身
体
的
な
栄
養
補
給
の
手

段
で
は
な
く
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
信
仰
を
深
め
、
人
と

の
絆
を
強
め
る
た
め
の
大
切
な
行
為
と
さ
れ
て
い

る
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
総
合
司
会
を
務
め
た
平
和
研
究
所
の

金
子
昭
所
員
（
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
教
授
）

が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

パネルディスカッションの登壇者たち

会場の様子
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「
い
の
ち
に
関
す
る
学
習
会
」

　
『
世
界
を
見
つ
め
、地
域
で
共
に
生
き
る
―
ロ
ー

カ
ル
か
ら
始
ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
―
』

を
テ
ー
マ
に
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
女
性
部
会

に
よ
る
「
い
の
ち
に
関
す
る
学
習
会
」
が
３
月
８

日
、
清
泉
女
子
大
学
（
東
京
都
内
）
に
て
開
催
さ

れ
、
32
人
が
参
加
し
た
。
当
日
は
江
戸
川
区
の
多

文
化
共
生
の
実
践
を
通
し
て
、
地
域
か
ら
始
め
る

共
生
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

松
井
ケ
テ
ィ
女
性
部
会
部
会
長
（
清
泉
女
子
大

学
教
授
）の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ギ
ッ
シ
ュ
氏
（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
／
江
戸

川
総
合
人
生
大
学
名
誉
学
科
長
）
が
『
日
本
社
会

に
お
け
る
多
文
化
理
解
と
外
国
人
と
の
共
生
』
と

題
し
て
基
調
講
演
に
立
っ
た
。
ギ
ッ
シ
ュ
名
誉
教

授
は
、
江
戸
川

区
の
ま
ち
づ
く

り
の
変
遷
を
紹

介
し
つ
つ
、
物

理
的
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
加
え

て
「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
」、

す
な
わ
ち
ソ
フ

ト
の
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

中
で
も
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、「
国
際
」
で

は
な
く
「
人
際
」
と
い
う
言
葉
の
提
起
で
あ
る
。

国
籍
や
文
化
の
枠
を
超
え
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き

合
い
、
共
に
地
域
を
築
い
て
い
く
と
い
う
姿
勢
こ

そ
が
、多
文
化
共
生
の
基
盤
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
江
戸
川
総
合
人
生
大
学
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
が
実
際
に
外
国
人

住
民
と
関
わ
り
な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た

こ
と
や
、「
世
界
の
中
心
は
自
分
の
中
に
あ
る
」

と
い
う
内
省
的
な
視
点
も
示
さ
れ
た
。

　

講
演
の
締
め
く
く
り
で
は
、「
〜
の
た
め
に

（For you

）」
で
は
な
く
「
〜
と
共
に
（W

ith 
you

）」
と
い
う
協
働
の
姿
勢
こ
そ
が
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
価
値
観
で
あ
る
と
力
強

く
語
ら
れ
た
。

　

次
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ

れ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
和

田
惠
久
巳
女
性

部
会
委
員
（
立

正
佼
成
会
総
務

部
長
）、
パ
ネ

リ
ス
ト
を
門
田

信
雄
氏
（
江
戸
川
総
合
人
生
大
学
同
窓
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
世
話
人
会
代
表
）、
松
浦
松
子
氏

（
江
戸
川
総
合
人
生
大
学
同
窓
会
会
長
）、
ジ
ャ
グ

モ
ハ
ン
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ニ
氏
（
江
戸
川
区
イ
ン
ド

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
）、
ギ
ッ
シ
ュ
名
誉
教
授

（
基
調
講
演
者
）
が
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で

の
多
文
化
共
生
の
実
践
を
紹
介
し
た
。

　

門
田
氏
は
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
、
言
語
支
援
の
み
な
ら
ず
、
外
国
人
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
環
境
整
備
や
行
政
と

の
連
携
、
継
続
的
な
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
重
要

性
を
訴
え
た
。
松
浦
氏
は
、街
づ
く
り
で
は
な
く
、

信
頼
関
係
に
基
づ
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

の
意
義
を
強
調
し
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
行

動
が
社
会
を
変
え
る
力
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

チ
ャ
ン
ド
ラ
ニ
氏
は
、
住
居
、
教
育
、
食
文
化
と

い
っ
た
外
国
人
が
直
面
す
る
課
題
を
紹
介
し
な
が

ら
、
地
域
社
会
と
共
に
生
き
る
姿
勢
の
大
切
さ
を

語
っ
た
。

　

最
後
に
河
田
尚
子
女
性
部
会
副
部
会
長（
ア
ル
・

ア
マ
ー
ナ
代
表
）が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

今
回
の
学
習
会
を
通
じ
て
、
文
化
や
宗
教
の
違

い
を
超
え
て
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
地
域
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行

動
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

基調講演に立つジョージ・ギッシュ名誉教授

パネルディスカッションの登壇者たち
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ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
地
雷
被
害
急
増
に

対
す
る
緊
急
声
明
を
採
択

　

３
月
14
日
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
京
都

市
の
北
野
天
満
宮
で
開
催
さ
れ
た
第
51
回
理
事
会

に
お
い
て
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
地
雷
被
害

急
増
に
対
す
る
緊
急
声
明
」
を
採
択
し
た
。（
声

明
全
文
：https://w

w
w
.w
crp.or.jp/

）

　

こ
の
声
明
の
採
択
は
、
２
月
に
緊
急
来
日
し
た

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
共
同
会
長
で
あ
り
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
ヤ
ン
ゴ
ン
大
司
教
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー

枢
機
卿
と
と
も
に
開
催
し
た
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平

和
構
築
に
向
け
た
諸
宗
教
と
国
連
／
諸
団
体
に
よ

る
円
卓
会
議
」
に
お
け
る
発
言
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

　

声
明
で
は
、
近
年
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
地
雷

被
害
が
急
増
し
て
い
る
現
状
を
深
く
憂
慮
し
、
国

際
人
道
法
で
違
法
と
さ
れ
る
地
雷
の
使
用
に
対
し

強
く
反
対
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
関
係
国
や
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社
会
全
体
に
対
し
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
の
地
雷
撤
去
や
犠
牲
者
の
生
活
支
援
の

た
め
の
行
動
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

報
道
の
減
少
と
と
も
に
薄
れ
が
ち
な
関
心
の

中
、
過
酷
な
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
人
々
に
想
い
を
寄
せ
、
連
帯
の
意
思
を
新

た
に
す
る
こ
と
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
現
地
で
平
和
構
築
に
尽
力
す
る
団
体
・

個
人
と
と
も
に
、
友
人
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
委
員

会
と
の
連
帯
を
強
く
誓
う
も
の
で
あ
る
。

「
国
際
女
性
デ
ー
２
０
２
５
声
明
」に
賛
同

　

国
連
が
定
め
た
３
月
８
日
の「
国
際
女
性
デ
ー
」

に
向
け
て
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
お
よ
び
国
連
諮
問
関
係
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
（
Ｃ
ｏ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
「
国
際
女

性
デ
ー
２
０
２
５
声
明
」
に
対
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
委
員
会
は
第
51
回
理
事
会
で
賛
同
す
る
こ
と
を

決
議
し
た
。
こ
の
声
明
は
、
女
性
の
権
利
と
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
記
念
碑
的
会
議
と
し
て
知
ら
れ

る
１
９
９
５
年
の
国
連
「
第
４
回
世
界
女
性
会
議

（
北
京
会
議
）」と
、
北
京
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
北

京
宣
言
お
よ
び
行
動
綱
領
」
か
ら
今
年
で
30
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
女
性
と
少
女
の

権
利
を
保
障
し
、
促
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
声
明

と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
お
い
て
、
人
口
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
含
む
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
悪
用
さ
れ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

で
女
性
や
少
女
に
対
す
る
深
刻
な
リ
ス
ク
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
な
ら
す
と
と
も
に
、

Ａ
Ｉ
お
よ
び
そ
の
他
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
か
ら
す
べ
て
の
女

性
と
少
女
を
保
護
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
講
じ

る
こ
と
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
Ａ
Ｉ
を
め
ぐ
る
課

題
へ
の
対
処
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
４

月
７
日
時
点
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
女
性
支
援
団
体
、
宗

教
団
体
、
諸
宗
教
組
織
な
ど
１
２
５
の
団
体
が
本

声
明
に
賛
同
し
て
い
る
。
詳
細
は
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本

委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。

緊急声明文
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見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
篠
原
事
務
局
長
か
ら
は
、

「
東
京
平
和
円
卓
会
議
」に
ふ
れ
、
こ
れ
ま
で
紛
争

地
域
の
宗
教
者
を
招
き
、
対
話
と
相
互
理
解
の
促

進
に
努
め
て
き
た
こ
と
や
一
昨
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
宗
教
者
の
集
い
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）の
倫
理
に
関
す
る
国
際
会
議
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
加
え
て
、

近
年
宗
教
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
が
根
強
く
な
っ

て
い
る
状
況
の
中
で
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
と

し
て
宗
教
が
社
会
や
世
界
の
安
定
化
に
貢
献
し
て

い
る
肯
定
的
な
面
に
つ
い
て
も
発
信
し
て
い
く
必

要
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

森
川
専
務
理
事
か
ら
は
、「
平
和
首
長
会
議
」
で

は
「
平
和
文
化
の
振
興
」
を
も
と
に
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
、
安
全
で
活
力
の
あ
る
都
市
づ

く
り
、
さ
ら
に
は
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
と
広
島
平
和
文
化
セ
ン

タ
ー
は
、
こ
れ
か

ら
も
平
和
へ
の
取

り
組
み
を
継
続

し
、
世
界
へ
と
発

信
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
会
報

　

次
の
夏
号
は
７
月
発
行

　

本
年
度
よ
り
会
報
は
、季
刊
誌
と
な
り
ま
し
た
。

次
の
夏
号
は
、
７
月
発
行
の
予
定
で
す
。

新
役
員
紹
介

　

新
た
に
就
任
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
新

役
員
を
紹
介
す
る
。

理
事

細
野
舜
海
（
天
台
宗
宗
務
総
長
）

昭
和
30
年
生
ま
れ
。

昭
和
45
年
10
月
に
得

度
受
戒
。
昭
和
57
年

3
月
、
大
正
大
学
大

学
院
修
士
課
程
天
台

学
卒
業
。
平
成
12
年

10
月
に
南
総
教
区
観

明
寺
住
職
拝
命
し
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
令
和
６

年
９
月
ま
で
天
台
宗
宗
議
会
議
員
を
５
期
務
め

る
。
令
和
４
年
５
月
か
ら
令
和
６
年
２
月
ま
で
天

台
宗
宗
議
会
議
長
。
令
和
６
年
11
月
か
ら
天
台
宗

宗
務
総
長（
現
職
）。
そ
の
他
、宗
内
役
職
を
歴
任
。

平
和
首
長
会
議
へ
支
援
金
を
贈
呈

　

３
月
25
日
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
篠
原
祥

哲
事
務
局
長
は
、
広
島
市
の
公
益
財
団
法
人
広
島

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
森
川
伸
江
専
務
理

事
と
面
会
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
を
代
表
し
て

平
和
首
長
会
議
へ
支
援
金
を
贈
呈
し
た
。

　

面
会
に
は
、
永
井
孝
司
平
和
首
長
会
議
運
営
課

長
、
原
田
万
夢
平
和
首
長
会
議
運
営
課
主
事
も
同

席
。
贈
呈
後
、
平
和
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
意

W
C
R
P
４
月
20
日
号
令
和
七
年
四
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
四
六
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会
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メ
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セ
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タ
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内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
︶
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

《
４
月
》

３
日　

�

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
第
３
回
公
開
講
座
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）

４
日　

�

災
害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会
合

（
オ
ン
ラ
イ
ン
用
）

９
日　

�

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
第
４
回
公
開
講
座
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）

12
日　

�

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」タ
ケ
ノ
コ
掘
り 

Ｄ
Ｅ 

森
づ

く
り
（
埼
玉
・
所
沢
）

14
日　

�

人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会

合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

19
日　

�

青
年
部
会
第
１
回
幹
事
会
（
和
歌
山
・
ホ
テ

ル
紀
伊
田
辺
）

24
日　

�

平
和
研
究
所
第
１
回
所
員
会
議
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）

26
～
27�

日　

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
３
回

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
／
第
１

回
会
合
（
東
京
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

28
～
30�

日　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
執
行
委
員
会
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

❖　
　

❖　
　

❖

表
紙
写
真

上
段
：
平
和
大
学
講
座
に
会
場
参
加
の
み
な
さ
ま

下
段
：
登
壇
者

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

細野理事

森川専務理事（左）


